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（ ）題 材 名 アイディアを図と言葉で表現しよう アイディア発見シート・アイディアひらめきシート

内容・項目 ガイダンス ＡＢＣＤ全般

指導時間 ２時間＋α（各内容の時間の中で実施）

本題材は，ガイダンスの中で，アイディアを図と言葉で表現する指導をする。４つの内容において取題材のねらい
り上げ，言語活動の充実を図ることにより，技術に対する興味・関心を高めることをねらいとする。（題材の特徴）

特徴として，身の回りの製品や友達の取り組み，他の実践からアイディアを発見し，図と文章でアイデ
ィア発見シートに表現させる。そこでこれまでの技術と比較検討して，アイディアを見つけた（知的財産
の尊重）という実感を与えたい。さらに，何かを参考にして新しいアイディアをひらめいた時には，アイデ
ィアひらめきシートに，自分のひらめきを図と文章で表現させ，教師が意図的に生徒同士の共有化を図
っていく。これらの活動を，ガイダンスの時間だけでなく各内容の時間の中で繰り返し実施し，技術開発
の流れを感じ取らせ，技術に関する倫理観を高めていきたい。

学習の流れ
（展開の工夫） 時 間 指導項目 主な指導内容

身の回りのものが，ここ数年，数十年の間にも技術開１時間 ・ 身の回りのも ・
発が行われていることを知らせる。そうした発展は，ユのの技術開発
ーザーのニーズやエンジニアの技術があるから，技について
術開発がすすめられていることを知らせることにより，
これから数年後，数十年後には，また新たな技術開

かわり】発がなされていくことを意識化させる。【か
＜例＞生徒に身近にある音楽プレイヤーについて取
り上げる。例えば，蓄音機→ＥＰ盤→カセット→ＬＰ盤
→ＣＤ→LD→ipod

身の回りの製品は，少しずつ改良が加えられ様々な２時間 ・ アイディアの ・
技術開発の成果が隠れている。そうしたアイディアを表現について
生徒達に発見させながら，図と文章でまとめる方法
を指導する。【学ぶエネルギー】・ アイディア発
＜例＞テープカッターを用いて，アイディアの表現方見シートにつ
法を指導する。アイディアを発見する際のヒントとしいて
て，「テープカッターの有無で，作業効率はどう変わる
か？」，「テープカッターの重さによってアイディア名
がどう変わるか？」などと問いかけ，比較検討させな
がら，アイディアを説明する要点を指導する。

定期的にアイディア発見シートを課題とし，アイディア各内容の ・ 身近なものの ・
の表現についてわかりやすいものを取り上げ，アイデ時間の中 アイディアの
ア表現のわかりやすさや的確さを伝える。で実施 発見について
身の回りの製品から，人に伝わりやすく，説得力があ・
る表現方法を追究させる。

各授業の中で，自分の考えをひらめいたときに随時各内容の ・ アイディアひ ・
扱い，生徒のアイディアを図と文章で表現させる。必時間の中 らめきシート
ず参考にしたものを書かせ，その良さや問題点，自で実施 を使ったアイ
分の目的と合わせて，自分で考えた改良点やアイデディアの創造
ィアをわかりやすくまとめさせる。【意思決定能力】と共有につい

て
生徒のひらめきを，学級や学年，idea共有サイトで共・
有することで，参考にする視点や新しい発想を生み

【かかわる】出し活用できるようにする。
＜例＞「この作業の仕方の問題点はどこですか？」
「どう改めたら正確に効率よく作業ができますか？」と
いった問いかけをすることで，生徒のアイディアを引
き出し，図と文章で表現させる。また，「この作品のア
イディアをわかりますか？」「この作業の良い点はどこ
ですか？」「このサイトの記事で，参考になるところは
ありますか？」と，他につなげる問いかけをし，身の回
りにある知的財産の関心を高める。



題材の紹介
アイディア発見シートは，Ａ５サイズ，アイディアひらと作品例

めきシートは，Ｂ５サイズである。記入量が負担にならない
大きさにした。記入項目として，
①アイディアがイメージできるアイディア名
②発見した，ひらめいた人の学校，年，組，番
③発見した，ひらめいた人の名前
④アイディアの説明
⑤参考にしたもの
⑥発見，ひらめいた日時
この項目は，実際の特許を特許庁に申請する際に必要な特

許明細書を参考に決め，社会とのつながりをもたせた。
＜アイディアの説明の視点について＞
アイディア名：アイディアを的確に表す名称
目的：これまでの問題点を解決し，実現したいこと
構成：目的を実現するために必要な構成要素
効果：アイディアが達成されることで生まれる効果

＜アイディアの図示の視点＞
・構成要素をわかりやすく図示する。絵ではない。
・ポイントとなる部分をクローズアップして示す。
・動きがある場合には，わかるように表すように示す。

＜テープカッターについての説明文の例＞
片手で素早く手軽に切れるテープカッターアイディア名：

テープの端を早く見つけ，セロテープを手軽に切り目的：
たい。

テープを切る刃，回転体，回転構成：
体を保持するホルダーの形状，ホルダ
ーの重さ

重さがあるので片手で手軽にテ効果：
ープを切れ，作業時間が短縮された。

＜実践をしてみて＞身の回りのものからアイディアを発見する視点をもてるようになった生徒は，木製品
の製作や作業などにおいても，工夫して作業をする姿が見られた。さらに，取り組みをすすめていくと，教
科書には掲載されていないようなアイディアが各クラスから次々に生まれ，図と文章で表現されていた。
アイディア発見シート，アイディアひらめきシートの取り組みは，生徒の思いを表現させることができ，言語
活動の充実を図り，技術に関わる倫理観を高める一助となったといえる。また，身の回りのものや先輩の
作品等を参考にすることを意識し尊重させることで，次の学習活動のおいて，それらの知的財産を活用し
ようとする態度が見られた。知的財産というと，知的財産権や著作権などの法的な権利を考えがちだが，
身の回りの製品からアイディアを発見し，自分なりのアイディアを考えて，アイディアをひらめく活動をする
ことが，知的財産を創造・活用とする態度の育成につながると考える。。

http://idea.namikikai.com/uploads/idea_hakken_sheet_2007_02_18.pdf準備・材料等 アイディア発見シート
http://idea.namikikai.com/uploads/idea_hirameki_sheet_2007_02_18.pdfアイディアひらめきシート

〔本題材を考案するに当たって参考にしたもの〕
http://idea.namikikai.com/・ｉｄｅａ共有サイト

・ 知的財産の学習サイクル」を生かした技術科の授業 谷田部東中学校教諭 川俣純「
http://idea.namikikai.com/uploads/2009_08_05Learning%20cycle%20patent.pdf
http://www.ne.jp/asahi/patent/toyama/・知財文化・創造と教育 遠山勉

・プロフェッショナルたちの脳活用法／あるとき脳は羽ばたく／ひらめきの導火線 茂木健一郎 ＰＨＰ研究所

身の回りの製品からのアイディア発見の一例

「両手が使える鏡」アイディア名

教師の作業を見て授業でひらめいたアイディア

アイディア名「安定して釘を打つ工夫」


